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た
い
た
い
た
い
た
い
た
い「

石
城
の
む
か
し
話
」
等
の
寄
贈

　
冠
山
総
合
公
園
・
梅
の
里
で
３
月
６
日

ま
で
「
第
18
回
梅
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
６
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
「
光
よ
っ
ち
ょ
連
」
と
「
光
か
が
や

き
隊
」
、
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
や
ま
と

連
」
に
よ
る
よ
さ
こ
い
や
光
井
小
太
鼓
ク

ラ
ブ
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
、
も
ち
ま
き
な

ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
11
日
に
行
わ
れ
た
「
第
４

回
飛
梅
大
会
」
で
は
、
参
加
者
が
種
を
飛

ば
す
た
び
に
会
場
は
大
き
な
声
援
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　
梅
の
見
ご
ろ
が
も
う
し
ば
ら
く
続
き
そ

う
で
す
。
皆
さ
ん
梅
の
甘
い
香
り
を
楽
し

み
な
が
ら
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
？

　
な
お
、
「
第
４
回
飛
梅
大
会
」
の
結
果

は
次
の
通
り
で
す
。

●
小
学
生
未
満
の
部
　

木
村
佑
希
也
さ
ん
　
４
ｍ
65
㎝

●
小
学
生
の
部
　

広
部
祐
規
さ
ん
　
５
ｍ
10
㎝

●
中
学
生
以
上
の
部
　

市
川
正
宏
さ
ん
　
８
ｍ
38
㎝

　
１
月
21
日
、
塩
田
の
谷
千
寿
子
さ
ん
か

ら
市
立
図
書
館
に
、
石
城
山
に
残
る
言
い

伝
え
や
風
習
を
ま
と
め
た
手
づ
く
り
の
冊

子
「
石
城
の
む
か
し
話
」
と
「
石
城
の
風

習
」
18
冊
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
谷
さ
ん
は
、
石
城
神
社
や
八
合
目
辺
り

を
囲
む
神
籠
石
な
ど
歴
史
史
跡
の
宝
庫
で

あ
る
石
城
山
に
結
婚
す
る
ま
で
暮
ら
さ

れ
、
親
か
ら
子
へ
と
代
々
語
り
継
が
れ
て

き
た
昔
話
や
、
子
ど
も
の
頃
に
見
聞
き
し

た
体
験
を
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
谷
さ
ん
は
、
「
合
併
を
機
に
、
光
地
域

の
皆
さ
ん
に
も
石
城
山
の
昔
話
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。
」
と
今
回
寄
贈
す
る
こ
と

に
な
っ
た
そ
う
で
、
「
ま
だ
ま
だ
書
き
た

い
話
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
い
つ
か
は

１
冊
の
本
に
ま
と
め
た
い
。
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　
ア
ジ
ア
の
国
の
音
楽
に
親
し
み
、
国
際

理
解
を
深
め
よ
う
と
１
月
18
日
、
周
防
小

学
校
で
「
ガ
ム
ラ
ン
」
の
体
験
授
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ガ
ム
ラ
ン
は
、
木
琴
の
祖

先
と
言
わ
れ
る
旋
律
打
楽
器
と
、
太
鼓
な

ど
と
の
合
奏
音
楽
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

バ
リ
島
で
冠
婚
葬
祭
や
成
人
式
な
ど
の
時

に
演
奏
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
「
山
口
バ
リ
ガ
ム
ラ
ン
の
会
」
の
メ
ン

バ
ー
６
人
の
演
奏
後
、
子
ど
も
た
ち
は
自

分
が
興
味
の
あ
る
楽
器
を
選
び
、
即
興
で

演
奏
し
ま
し
た
。
「
楽
し
か
っ
た
。
」

「
も
う
一
回
や
り
た
い
。
」
日
本
の
楽
器

と
は
異
な
る
楽
器
に
触
れ
、
貴
重
な
異
文

化
経
験
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
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地
域
の
皆
さ
ん
に
元
気
い
っ
ぱ
い
防
火

を
呼
び
か
け
て
も
ら
お
う
と
、
２
月
８

日
、
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
か
ら

虹
ヶ
丘
幼
児
学
園
に
幼
年
消
防
用
鼓
笛
隊

セ
ッ
ト
の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
同
組
合
が
財
団
法
人
日
本
防
火
協
会

の
幼
年
消
防
用
活
動
資
器
材
助
成
事
業

（
宝
く
じ
の
受
託
事
業
）
を
受
け
て
整
備

し
た
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
思
い
思
い
に
楽
器
を
手

に
取
り
、
即
興
で
園
歌
を
演
奏
。
「
太
鼓

を
た
た
く
の
は
楽
し
い
。
」
「
な
ん
か
気

持
ち
い
い
。
」
な
ど
大
喜
び
で
し
た
。
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光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
で
は
、
１

月
25
日
お
よ
び
26
日
、
賀
茂
神
社
の
朝
鮮

鐘
や
、
早
長
八
幡
宮
祭
礼
の
山
車
と
踊

山
、
石
城
神
社
本
殿
や
旧
伊
藤
博
文
邸
な

ど
、
文
化
財
の
防
火
査
察
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
１
月
26
日
の
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
に
あ
わ
せ
て
、
文
化
財
の
火
災
予

防
を
推
進
し
、
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
石
城
神
社
で
は
、
火
災
報
知
機
の
設
置

状
況
や
管
理
状
況
の
確
認
、
そ
し
て
実
際

に
火
災
報
知
機
を
作
動
さ
せ
て
の
自
動
放

水
銃
の
作
動
点
検
な
ど
を
行
い
、
ま
た
、

旧
伊
藤
博
文
邸
で
は
、
自
動
火
災
報
知
設

備
の
作
動
点
検
、
消
火
器
の
設
置
・
保
守

点
検
の
状
況
確
認
な
ど
を
行
い
、
万
が
一

に
備
え
ま
し
た
。
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１
月
29
日
、
合
併
後
、
初
め
て
の
「
光

市
女
性
の
つ
ど
い
」
が
市
民
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

つ
か
り
か
ん
ま
い

み

こ

ま

い

束
荷
神
舞
・
巫
女
舞
保
存
後
援
会
と
、
束

荷
小
学
校
５
・
６
年
生
に
よ
る
「
束
荷
神

え

び

す

舞
」
。
「
恵
比
寿
舞
」
ほ
か
３
演
目
が
披

露
さ
れ
、
束
荷
地
区
の
伝
統
芸
能
に
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
光
市
出
身
の
福
田
勝
洋
さ
ん

に
よ
る
講
演
と
、
福
田
さ
ん
率
い
る
劇
団

「
東
京
地
下
鉄
劇
場
」
に
よ
る
演
劇
「
遠

い
約
束
〜
お
じ
い
さ
ん
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
」
を
上
演
。
故
郷
を
離
れ
東
京
で
活
躍

す
る
福
田
さ
ん
の
、
ふ
る
さ
と
「
光
」
に

対
す
る
思
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
、

あ
ら
た
め
て
新
市
に
つ
い
て
考
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
６
日
、
市
民
ホ
ー
ル
な
ど
で
「
全

国
家
庭
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ま
ぐ
ち
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
家
庭
教
育
の
重
要
性
を

認
識
し
、
地
域
や
社
会
全
体
で
家
庭
教
育

を
支
え
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う

と
文
部
科
学
省
が
今
年
度
か
ら
始
め
た
も

の
で
す
。

　
大
会
に
は
多
く
の
親
子
連
れ
が
訪
れ
、

か
ど
わ
き
あ 

つ 

し

筑
波
学
院
大
学
学
長
の
門
脇
厚
司
氏
に
よ

る
基
調
講
演
や
「
子
育
て
で
　
人
が
つ
な

が
り
　
と
も
に
育
つ
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ

れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を

通
し
て
、
子
育
て
や
家
庭
教
育
支
援
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。


